
−物 1−

［問題 1 ］ 　以下の設問 1～ 7の空欄 ⑴ ～ ⒅ にあてはまる数値か選択肢の番号を選び，対

応する解答欄にマークしなさい。重力加速度の大きさを 9. 8 m/s2， 2 = 1. 41， 3 = 1. 73

とする。

設問 1．水平面から 30°上方に 19. 6 m/sの速さで投げ出された物体が到達する最高点の水平面

からの高さは ⑴ . ⑵ mであり，水平面に落下した時の投げ出した位置からの水

平到達距離は ⑶ ⑷ mである。ただし，空気抵抗は無視できるものとする。

設問 2．図 1のように，質量 2. 0 kgの小球 A，質量 4. 0 kgの小球 B，質量 6. 0 kgの小球 Cが軽い

棒に固定されている。Aから Bまでの長さは 0. 60 m，Bから Cまでの長さは 0. 80 mであ

る。このとき，A，B，Cから成る系の重心から Aまでの距離は ⑸ . ⑹ ⑺ m

である。ただし，A，B，Cの大きさと棒の質量は無視できるものとする。

A B C

0. 60 m 0. 80 m

図 1

設問 3．水平面上を 7. 0 m/sで滑り出した質量 2. 0 kgの物体が動摩擦力によって静止した。物

体と水平面の間の動摩擦係数が 0. 25であるとき，物体が静止するまでに滑った距離は

⑻ ⑼ mである。ただし，空気抵抗は無視できるものとする。

物理基礎・物理
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−物 2−

設問 4．100 gの銅製容器の水熱量計の中に水 100 gが入っており，温度は 30 ℃である。これに

80 ℃に熱した 50 gの物体を入れたところ，熱平衡にいたり，水温が 40 ℃となった。この

物体の比熱は ⑽ . ⑾ J/（g･K）である。ただし，銅と水の比熱をそれぞれ

0. 38 J/（g・K），4. 2 J/（g・K）とする。また，熱の移動は，水熱量計，水および物体間で

のみ生じるものとする。

設問 5．焦点距離 15 cmの凹面鏡の光軸上で，凹面鏡から 60 cm離れたところに物体を置いた。

このとき，凹面鏡がつくる像は（ア）で元の物体の大きさより（イ）見え，凹面鏡から

⑿ ⒀ cmのところにある。（ア），（イ）にあてはまる言葉の組み合わせは ⒁

である。

［ ⒁ の選択肢］

① ② ③ ④
（ア） 実像 実像 虚像 虚像
（イ） 大きく 小さく 大きく 小さく

設問 6．ある正弦波の時刻 t〔s〕，位置 x〔m〕での変位 y〔m〕が y = 2. 0sinr（4. 0t - 3. 0x）であら

わされるとき，この波の進む速さは ⒂ . ⒃ m/sである。
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−物 3−

設問 7．同じ面積の極板を 5dの間隔で真空中に平行に配置して作られたコンデンサーがある。

このコンデンサーの極板間に，同じ面積で厚さが dの金属板を図 2のように極板と平行に

挿入した。このコンデンサーの電気容量は，金属板を挿入する前のコンデンサーの電気容

量の
⒄
⒅

倍である。

5d
3d

d
d

金属板

図 2

2024-神戸みなと-前期3科目型-リハ-理科（物理）-問題.indd   32024-神戸みなと-前期3科目型-リハ-理科（物理）-問題.indd   3 2023/12/18   9:37:132023/12/18   9:37:13



−物 4−

［問題 2 ］ 　以下の設問 1～ 4の空欄 ⒆ ～ � にあてはまる選択肢の番号を選び，対応する

解答欄にマークしなさい。

図 3のように，水平から角度 iの滑らかな斜面と摩擦のある水平面が滑らかにつながってい

る。水平面の左端には反射板が固定されており，斜面と水平面との接点から反射板までの距離

は lである。質量mの小物体を水平面から高さ hの斜面上に静かに置くと，小物体は滑り始め，

斜面から水平面へと滑らかに運動した。その後，小物体は反射板と弾性衝突を行い，摩擦のあ

る水平面を通過した後，ふたたび滑らかな斜面を登った。小物体と水平面の間の動摩擦係数を
n'，重力加速度の大きさを gとする。ただし，小物体が斜面と水平面との接合部を通過する

ときは，接触を保ちながら速さを変えることはなく，空気抵抗は無視できるものとする。

l

i

h

図 3

設問 1．小物体が斜面を滑っているときの加速度の大きさは ⒆ である。

①　g ②　2g ③　1
2
g ④　gsini ⑤　gcosi

⑥　2gsini ⑦　2gcosi ⑧　1
2
gsini ⑨　1

2
gcosi
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−物 5−

設問 2．小物体が滑り始めてから水平面に達した時の速さは ⒇ であり，水平面に達するま

での時間は � である。

［ ⒇ の選択肢］

①　 gh  ②　 2gh  ③　 gh

2
 ④　 ghsini  ⑤　 ghcosi

⑥　 2ghsini  ⑦　 2ghcosi  ⑧　 ghsini
2

 ⑨　 ghcosi
2

［ � の選択肢］

①　sini h

g
 ②　cosi h

g
 ③　sini 2h

g
 ④　cosi 2h

g

⑤　 1
sini

h

g
 ⑥　 1

cosi
h

g
 ⑦　 1

sini
2h
g

 ⑧　 1
cosi

2h
g

設問 3．小物体が反射板に達した時の速さは � である。

①　 2n'gl  ②　 n'gh  ③　 g（h - n' l） ④　 2g（h - n' l）

⑤　 g（l - n' h） ⑥　 2g（l - n' h） ⑦　 2n'ghsini  ⑧　 2n'ghcosi
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−物 6−

設問 4．小物体が反射板で弾性衝突をして跳ね返り，斜面に戻って斜面を登った高さは �

である。

①　2n' h ②　2n' l ③　h - n' l ④　l - n' h

⑤　h - 2n' l ⑥　l - 2n' h ⑦　h
2
- n' l ⑧　 l

2
- n' h

2024-神戸みなと-前期3科目型-リハ-理科（物理）-問題.indd   62024-神戸みなと-前期3科目型-リハ-理科（物理）-問題.indd   6 2023/12/18   9:37:142023/12/18   9:37:14



−物 7−

［問題 3 ］ 　以下の設問 1～ 4の空欄 � ～ � にあてはまる選択肢の番号を選び，対応する

解答欄にマークしなさい。

図 4のように，滑らかに回転する軽い滑車を通して，質量mの物体 Aと質量Mの物体 Bが

軽い糸で結ばれている。Aと Bを静止させた状態で同時に放すと，Aは上昇し，Bは下降し始

めた。Aと滑車の衝突および Bと床面との衝突は考えなくてよく，重力加速度の大きさを gと

し，空気抵抗は無視できるものとする。

A

B

図 4

設問 1．物体 Aの加速度の大きさは � である。

①　m
M
g ②　M

m
g ③　2m

M
g ④　2M

m
g

⑤　M-m
M+m

g ⑥　M+m
M-m

g ⑦　M- 2m
M+ 2m

g ⑧　M+ 2m
M- 2m

g
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−物 8−

設問 2．糸の張力の大きさは � である。

①　（M+m）g ②　（M-m）g ③　 mM

M+m
g ④　 mM

M-m
g

⑤　 2mM
M+m

g ⑥　 2mM
M-m

g ⑦　 mM

M+ 2m
g ⑧　 mM

2M+m
g　

設問 3．物体 Aが初めの静止位置から高さ hだけ上昇するために要した時間は � であり，

その時の物体 Aの速さは � である。

［ � の選択肢］

①　 mh

Mg
 ②　 Mh

mg
 ③　 2mh

（M-m）g
 ④　 2mh

（M+m）g

⑤　（M+m）h
（M-m）g

 ⑥　（M-m）h
（M+m）g

 ⑦　 2（M+m）h
（M-m）g

 ⑧　 2（M-m）h
（M+m）g

［ � の選択肢］

①　 mgh

M
 ②　 Mgh

m
 ③　 2mgh

M
 ④　 2Mgh

m

⑤　 （M-m）gh
M+m

 ⑥　 （M+m）gh
M-m

 ⑦　 2（M-m）gh
M+m

 ⑧　 2（M+m）gh
M-m
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−物 9−

設問 4．初めの静止位置から物体 Aが高さ hだけ上昇する間の物体 Aと物体 Bの運動エネル

ギー増加分の総和は � である。

①　（M+m）gh ②　（M-m）gh ③　（2M+m）gh ④　（2M-m）gh

⑤　（M+ 2m）gh ⑥　（M- 2m）gh ⑦　 mM

M+m
gh ⑧　 mM

M-m
gh
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−物 10 −

［問題 4 ］ 　以下の設問 1～ 5の空欄 � ～ � にあてはまる数値または符号か選択肢の番号

を選び，対応する解答欄にマークしなさい。

十分な深さの水をいれた水槽の中に，図 5のような装置を直線上に設置し，固定された超音

波発生装置から反射板に向かって周波数 5. 0 MHzの超音波を発生させ，反射板で反射した超

音波（以下，反射波と書く）の周波数を超音波発生装置の位置で測定することにした。反射板

をある一定の速さで超音波発生装置に向かって直線的に移動させたところ，反射波の周波数は，

元の周波数から 1. 0 kHz変化していることがわかった。水槽に入れた水中での音速は 1500 m/s

とし，超音波の伝搬や反射板の移動によって生じる水槽内の水の流れは無視してよいとする。

また，設問 2，設問 3，設問 4では，水中での音速をV，反射板の速さを vとあらわすことと

する。

反
射
板

超音波発生装置

図 5

設問 1．水中での反射板に入射する超音波の波長は � . � × 10 � � mである。
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−物 11 −

設問 2．移動する反射板に装着した周波数測定器で測った超音波の周波数 f 'と超音波発生装置で

発生させた超音波の周波数 f との関係は， f ' = � f であらわされる。

①　 V

V+ v
 ②　 V

V- v
 ③　V+ v

V

④　V- v
V

 ⑤　V+ v
V- v

 ⑥　V- v
V+ v

設問 3．超音波発生装置の位置で測定した反射波の周波数 f ''と，設問 2の周波数 f 'との関係は
f '' = � f 'であらわされる。

①　 V

V+ v
 ②　 V

V- v
 ③　V+ v

V

④　V- v
V

 ⑤　V+ v
V- v

 ⑥　V- v
V+ v
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−物 12 −

設問 4．超音波発生装置から発生した超音波の周波数 f と設問 3の周波数 f '' の差の絶対値を
qD f uとすると，qD f u = � f である。

①　 2V
V- v

②　 2V
V+ v

③　V+ v
2V

④　V- v
2V

⑤　 2v
V - v

⑥　 2v
V + v

⑦　V+ v
2v

⑧　V- v
2v

設問 5．測定値を用いて計算すると，反射板の速さは v = 0. � � m/sとなる。
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−物 13 −

［問題 5 ］ 　以下の設問 1～ 2の空欄 � ～ � にあてはまる数値または符号か選択肢の番号

を選び，対応する解答欄にマークしなさい。

導線で作られた 1辺の長さが 10 cmの正方形コイルに，抵抗値 R = 2. 5 Ωの抵抗がつけられ

ている。この正方形コイルを xy平面に平行で，コイルの向かい合う 1組の 2辺が x軸と平行

な状態を保ったまま，x軸の正方向に一定の速さ v = 5. 0 cm/sで移動させる。図 6のように

0 m≦ x≦ 2. 0 mの領域には，xy平面を紙面の裏から表に垂直に貫く方向に磁束密度の大き

さ B〔T〕の磁場があり，図 7で示すように x〔m〕が負の領域では B = 0 T，0 m≦ x≦ 1. 0 m

では B = 1. 0 T，1. 0 m≦ x≦ 2. 0 mでは B = x〔T〕，2. 0 m＜ xでは B = 0 Tとなっている。

正方形コイルの右端が x = 0 mに到達した時刻を t = 0 sとし，正方形コイルでは取り付けら

れた抵抗以外の電気抵抗は無視できるとする。

x〔m〕

y〔m〕

R〔Ω〕 B〔T〕

0 1. 0 2. 0

図 6

B〔T〕

x〔m〕

2. 0

1. 0

0 1. 0 2. 0

図 7

設問 1．0 s≦ t≦ 20 sにおいて正方形コイルに電流が流れた時間は � . � sであり，

その電流は正方形コイルを � 回りに流れ，大きさは � . � × 10 � � Aで

ある。

［ � の選択肢］

①　時計 ②　反時計

設問 2．30 s≦ t≦ 35 sにおいて正方形コイルに電流が流れた時間は � . � sであり，

その電流は正方形コイルを � 回りに流れ，大きさは � . � × 10 � � Aで

ある。

［ � の選択肢］

①　時計 ②　反時計
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